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学校全体で取り組む課題 

（４）ＥＳＤを学校全体で体系的に推進するための教育課程の編成，指導方法等の工夫

改善に関する実践研究 

学 E

ふり

AAE校名 E

が な

A（児童・生徒数） AE北海道 E

ほっかいどう

AAE斜里 E

し ゃ り

AAE高等学校 E

こうとうがっこう

A（１５７人） 

所在地（電話番号） 〒099-4116 北海道斜里郡斜里町文光町５番地１（0152-23-2145） 
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研究のキーワード 

世界自然遺産・知床, 総合学科教育, ＥＳＤの普及, 評価 

研究結果のポイント 

【取組①】「知床・産業系列」における観光系科目や特別活動を本研究の中心的な取組として位置

付け，「世界自然遺産・知床」等の地域をフィールドとしたＥＳＤ活動（環境・地域学習）の実

践における取組の検証，改善・充実を図った。その際，生徒の変容を把握する評価方法として，

１枚ポートフォリオを導入した。 

【取組②】ＥＳＤの理念を全教科・科目等へ波及させるため，本年度は試行的にＥＳＤの視点に立

った学習指導案の作成を行った。 

【取組③】生徒の自主的な課外活動を支援した結果，国際会議に高校生として初参加となる実践発

表をさせることができた。 

 

１ 研究主題等 

（１）研究主題 

「世界自然遺産・知床」等, 地域をフィールドとしたＥＳＤ活動の改善・充実，及び学校の教育活

動全体へのＥＳＤの波及 ～観光教育による, 地域に誇りを持ち,地域の持続発展に貢献できる人材

の育成～ 

 

（２）研究主題設定の理由 

ア 生徒の現状とこれまでの取組 

知床の豊かな自然環境や独自の歴史・文化が身近にあるがゆえに, 生徒はそれらの希少性・

重要性への気付きや, それらを持続発展させていく必要性の認識が不十分であることが課題

であった。そこで，総合学科への学科転換を機に, 地域の豊かな自然を教材とした学校設定

科目「知床自然概論」を設定するとともに，特別活動として「史跡巡検学習」, 地域産業と

連携した商業科目「課題研究」等を導入し, 地域の教育力を活用している。また，大学との

連携を通して地域理解を促す教育に取り組んでいる。これらの実施に当たっては, 総合学科

の学校設定科目「産業社会と人間」や「総合的な学習の時間」とも合わせて, 報告会等の発

表の機会を取り入れ, 自ら考え, 学び, 伝え, 行動する積極性や表現する能力の育成等,課題

解決を目指している。これらの地域をフィールドとした実践によって, 本校はユネスコスク

ールとして加盟承認されている。 

イ 研究主題設定の理由 

    このような経緯から，生徒に, 地域の魅力等に気付き, 誇りを持って情報発信する気概, 自

ら考え, 学び, 伝え, 行動する積極性や表現する能力等を育み, 魅力的な学校としての持続

発展や，将来の地域を担い, 地域を持続発展させる人材の育成へとつなげることを目的とし

て実践研究を行うこととしている。本研究指定は２期目であるが，これまで実践してきた



 
「世界自然遺産・知床」等の地域をフィールドとしたＥＳＤ活動を検証し，取組の改善・充

実を図るとともに， ＥＳＤの理念を全教科・科目，特別活動，課外活動へ波及させ，学校の

教育活動全体を通して，生徒に関わる課題の解決に向けた実践を行うこととした。なお，本

研究では，「知床・産業系列」における観光系科目での学習活動を初年度の中心的な取組と

して位置付けている。 

 

（３）研究体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）１年目の主な取組 

平

成

29

年

度 

ア 管理職の取組 
・学校経営シラバスへのＥＳＤ活動推進の明記（項目立） 
・研究指定校事業連絡協議会出席，成果の教職員周知 

イ ユネスコ活動推進委員会等の取組 
・研究推進・評価(検証)方法等検討 
・各教科・科目における取組指標作成，全体提示 
・先進校視察による効果的な実践事例等の情報収集 ※ 
・研究指定校事業連絡協議会出席，成果の教職員周知 ※ 

ウ 教職員の取組  
・校内研修会の実施（実践の方向性等の明確化） 
・各教科・科目の教育活動開始，知床・産業系列関係科目の授業開始 

 ・具体的取組の推進（観光系科目での学習活動の準備，改善工夫，実施，各教科・科目でのアプ
ローチ） 

・校内研修会（視察報告・協議会報告等）の実施 ※ 
・ＥＳＤに関わる公開授業，研究授業，合評会等の実施 ※ 
・学校評価(自己評価，学校関係者評価等)へのＥＳＤ関係項目の導入(検討)，評価の実施（実践
の検証）※ 

・成果と課題を踏まえた次年度全体計画等改善，教育課程編成，指導方法改善等への反映※ 
エ 生徒の取組 
 ・キャリア教育に関わる活動，生徒会活動，課外活動等における自主的な活動の推進 

・取組のまとめ活動と学習成果発表会等における実践報告 
（保護者，中学生，関係者，地域住民等への報告）※ 

ただし，※印は10月～３月の取組を示している。 

 

２ 研究内容及び具体的な研究活動 

（１）研究内容 

   教育課程上の全ての教科・科目，総合的な学習の時間，特別活動，課外活動においてＥＳＤの

理念を踏まえた教育活動を行うこととするが，実施に当たっては，１年目（本年度）は本研究の

中心的な取組となる教科・科目や特別活動等を位置付けて，それらを中心に実施する。そして，

２年目は１年目の成果を踏まえて，他の教科・科目等へ波及させるための研究を行う。その際，

ユネスコスクール活動推進委員会・拡大委員会（各教科主任） 

（教頭，教務主任，進路指導主事，理科主任，地歴公民科主任，推進委員） 

校務運営会議 

（管理職，各分掌部長，各年次主任） 

職員会議 

（管理職，教職員，行政職員（事務主任）） 

北海道教育委員会（オホーツク教育局） 

斜里町教育委員会 

斜里町立知床博物館・知床財団 

林野庁北海道森林管理局知床森林生態系保全センター 

札幌国際大学・東京農業大学オホーツクキャンパス 

知床ユネスコ協会 

 



 
実施可能な部分（単元・授業内容等）からアプローチを行うこととする。また，ＥＳＤを教育活

動の主軸とした学校のＥＳＤ全体計画（シラバス）等の作成を目指している。 

 

（２）具体的な研究活動 

   数多くの取組を行っているが，ここでは主なものを取り上げる。 

【取組①】 

以下に示した科目や特別活動を本研究の中心的な取組として位置付け，「世界自然遺産・知

床」等の地域をフィールドとしたＥＳＤ活動（環境・地域学習）の実践における取組の検証，

改善・充実を図った。その際，「知床・産業系列」における生徒の変容を把握する評価方法と

して，特別活動については，１枚ポートフォリオを導入し，その効果を検証した。 

学校設定科目「知床自然概論」（３年次選択科目）  ※関連教科：理科 

特別活動「知床自然体験学習」（１年次学校行事）  ※関連教科：理科 

特別活動「史跡巡検学習」  （１年次学校行事）  ※関連教科：地理歴史 

「知床・産業系列」関連科目 （２・３年次選択科目）※関連教科：商業，英語など 

ア 事前・事後指導の改善（ワークシート等の改善） 

イ 特別活動「知床自然体験学習」及び「史跡巡検学習」における１枚ポートフォリオの導

入・実施・分析 

【取組②】 

ＥＳＤの理念を他の教科・科目等へ波及させるため，本年度は「知床・産業系列」関連科目

の一部について，ＥＳＤの視点に立った学習指導案を作成（試行）し，研究授業を行った。 

【取組③】 

「知床・産業系列」関連科目を選択した生徒による自主的な課外活動を支援した。 

ア 課外活動（部・同好会活動等）における生徒の自主的な活動の喚起（上級大会進出） 

イ 一流企業主催の国際会議（ファイルメーカーカンファレンス 2017）での生徒実践発表 

 

（３）ＰＤＣＡサイクルへの取組について 

（Ｐ）   ３月～ ４月 ・「目指す生徒像」及び「身に付けてほしい資質・能力」の全職員で

の共通理解の促進 

・生徒の意識調査の内容の確認 

・地域の魅力等の気付きや,地域に誇りを持って情報発信する気概, 

自ら考え，学び,伝え,行動する積極性や表現する能力等を育み,魅

力的な学校としての持続発展や,将来の地域を担い,地域を持続発展

させる人材を育成するための取組の計画 

（Ｄ）   ４月～ ７月  目標達成に向けた取組（授業・課外活動等） 

（Ｃ）   ７月      生徒の意識調査 

（Ａ／Ｐ） ８月      意識調査の検証及び取組への改善検討 

（Ｄ）   ９月～１２月  目標達成に向けた取組（授業・課外活動等） 

（Ｃ）  １２月      生徒の意識調査 

（Ａ／Ｐ）１２月～ １月  意識調査の検証及び取組への改善検討 

（Ｄ）   １月～ ３月  目標達成に向けた取組（授業・課外活動等） 

（Ｃ）   ３月      生徒の意識調査 

（Ａ/Ｐ）  ３月      目標達成に向けた取組（授業・課外活動等） 

 

３ 研究の結果と今後の取組 

（１）研究の結果 

【取組①】 

事前・事後指導の改善として，ワークシー 

トの改善を行った。その結果，昨年度まで 



 
と比較して，生徒は授業を受ける意義を実感し， 

後世に伝えなければならない情報や課題を明 

確化することができるようになった。 

   また，特別活動においては，１枚ポートフォ

リオを導入したが，右図のように，生徒は世界

自然遺産・知床についての基本的知識や課題を

着実に定着させることができ，生徒の理解度の

「見える化」（可視化）につなげることができ

た。 

【取組②】 

国立教育政策研究所教育課程研究センターが提案した「ＥＳＤの視点に立った学習指導で重

視する能力・態度」（https://www.nier.go.jp/kaihatsu/pdf/esd_leaflet.pdf）を参考にして，

「ＥＳＤの視点に立った学習指導案」を試行的に作成した。他の教科・科目等へ波及させるため

には，まだまだ改善の余地があるが，７つの視点に立った授業構成が一目で理解できるように工

夫した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【取組③】 

「知床・産業系列」関連科目の中の「観光ビジネス基

礎・応用」の授業では，高大連携して，ＳＮＳを活用して

地元の観光資源などを外国人に紹介するアプリを作成させ

ている。この関連で，生徒は自主的に課外活動を行い，国

際会議（ファイルメーカーカンファレンス 2017）に高校生と

して初めて実践発表をさせることができた。生徒に自分た

ちの想像がアプリという形になる面白さを実感させるとと

もに生徒の深い学びにつなげることができた。 

 

４ 今後の取組 

【取組①】 

１年目の成果を踏まえて，他の教科・科目等へ波及させるための研究を行う。具体的には，

「ＥＳＤの視点に立った学習指導案」の作成を普及させるとともに，ＥＳＤを教育活動の主

軸とした学校全体計画（シラバス）等の作成を目指す。 

【取組②】 

評価方法等の検討（観点別評価の推進，評価規準の設定等）と教職員の意識改革を図る。 

 【展望】 

教務部で作成したキャリア教育全体計画を踏まえつつ,教科横断的な学習に関するカリキュ

ラムの作成を行っていきたい。また,カリキュラムについて校内研修等を活用し,ＥＳＤの視

点から作成していくことで,他教科・科目へ波及を目指す。 


